
般
廃
棄
物
最
終
処 

 
  

 
                           

後援会便り 発行 神石高原町議会議員 

木野山孝志 後援会 
平成１７年７月１０日 ＮＯ．３

神石高原町父木野２９５３－１ 
   

補
 

正
予
算 

 

 

平
成
十
七
年
六
月
二
十
一

日
に
招
集
さ
れ
た
六
月
神
石

高
原
町
定
例
会
は
、
二
十
四

日
に
終
了
し
ま
し
た
。 

今
回
の
定
例
会（
第
四
回
）

で
は
、
平
成
一
七
年
度
一
般

会
計
・
各
特
別
会
計
補
正
予

算
、
神
石
高
原
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て
等

十
四
案
件
が
提
出
さ
れ
審
議

を
行
い
ま
し
た
。 

        

       

ま
た
、
議
員
よ
り
県
立
神

石
三
和
病
院
の
存
続
に
向
け

た
意
見
書
な
ど
四
案
件
が
提

出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

り
 

こ
の
度
提
案
さ
れ
た
平
成

十
七
年
度
六
月
補
正
予
算
は
、

一
般
会
計
で
三
億
三
千
万
円
、

特
別
会
計
で
一
億
二
千
三
百

万
円
増
額
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

百
十
億
三
千
万
円
、
六
十
一

億
三
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

        

定
例
会
召
集
さ
れ
る 

一
般
会
計 

三
億
三
千
万
円
の
増
額 

一
般
質
問 

六
月
二
十
一
日
は
、
一
般
質

問
が
行
な
わ
れ
、
九
名
の
議

員
が
、
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

      

こ
の
た
び
、
平
成
十
五
年

か
ら
二
ヵ
年
か
け
て
建
設
を

す
す
め
て
き
た
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
「
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
陽
光
」
が
、
神
石
高

原
町
有
木
（
旧
豊
松
村
）
に

完
成
し
、
本
年
四
月
よ
り
本

稼
動
し
ま
し
た
。 

格

 

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
不
燃

物
（
ガ
ラ
ス
製
品
、
陶
器
類
）

と
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
か
ら
出
る
残

渣
を
埋
め
立
て
処
分
し
ま
す
。

廃
棄
物
の
飛
散
や
臭
気
の
拡

散
を
防
ぐ
事
の
出
来
る
ク
ロ

ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

い
ま
す
。
神
石
高
原
町
が
直

管
理
し
ま
す
。 
接

 
六
月
二
十
八
日
「
陽
光
の

里
文
化
ホ
ー
ル
」
に
て
、
落

成
記
念
式
典
が
、
関
係
者
多

数
出
席
の
も
と
、
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。 

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
陽
光

ひ
か
り 

 
 
 
 

豊
松
に
オ
ー
プ
ン

               
 産

 

月建ンそ来

 
 

            
 

＊

住
宅
団
地
の
総
合
開
発 

神石高原町観光協会が発足 

              

 この度、旧４町村の観光協会が合併し、

新たに神石高原町観光協会が発足しまし

た。平成１７年６月２９日（水）帝釈峡ス

コラ高原にて、設立総会が行なわれまし

た。事務所は神石高原町相度（スコラ高原）

に置かれ、初代会長に宮野元壮氏が就任さ

れました。旧町村の観光協会は、それぞれ

支部として観光事業を実施します。本部は

支部を統括し、観光に関する宣伝紹介を主

として行なうことになると思います。 
 現在、会員は２０６名。 
ホームページ 
 http://www7a.biglobenejp/~t-kinoyama/
            

産
建
委
員
会
の
初
の
活
動
と
し
て
、
町
内
現
地
調
査
を
六

九
日
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
箇
所
は
、
町
営
住
宅
、
住
宅

設
予
定
地
（
豊
松
）
町
道
、
農
事
法
人
、
公
社
、
堆
肥
セ

タ
ー
等
で
建
設
、
産
業
各
課
長
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

れ
ぞ
れ
の
代
表
の
皆
さ
ん
と
懇
談
し
、
現
状
の
課
題
、

業
建
設
常
任
委
員
会
で
町
内
現
地
調
査 

将

の
見
通
し
等
把
握
に
勤
め
ま
し
た
。 

＊ 

農
業
後
継
者 

の
荒
廃 

農
地

＊ 

農
業
法
人
継
続
性 

適
正
規
模 

＊ 

農
産
物
の
特
産
化
（
差
別
化
＝
安
全
、
地
域
性
） 

＊ 

道
路
の
整
備
（
本
町
は
ま
だ
ま
だ
未
整
備
） 



                             

                    

平成十七年度補正予算明細表               単位：千円       

会計名称 当初予算額 補正予算額 
（歳入歳出同額） 補正後予算額 

一 般 会 計 10,700,000 330,000 11,030,000 
特 別 会 計 5,979,500 123,089 6,102,589 
 国民健康保険特別会計 1,185,000 16,242 1,195,242 
 老人保健特別会計 2,440,000 7,153 2,447,153 
 介護保険特別会計 1,682,000 83,088 1,765,088 
 簡易水道事業特別会計 171,000 14,193 185,193 
 飲料水供給施設事業特別会計 219,000 0 219,000 
 農業集落排水事業特別会計 247,000 1,761 248,761 
 観光施設事業特別会計 35,400 652 41,920 
 分収育林事業特別会計 100 0 100 
合    計 16,679,500 453,089 17,132,589 

                                      
 

   高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ａ
Ｄ
Ｓ

導
入
に
補
助 

    
  

 

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時

代
を
向
か
え
、
町
内
で
Ａ
Ｄ

Ｓ
Ｌ
未
設
備
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
交

換
所
（
油
木
、
牧
、
豊
松
、

新
坂
）
に
工
事
着
手
す
る
た 

 

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時

代
を
向
か
え
、
町
内
で
Ａ
Ｄ

Ｓ
Ｌ
未
設
備
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
交

換
所
（
油
木
、
牧
、
豊
松
、

新
坂
）
に
工
事
着
手
す
る
た 

め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
補
助 

め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
補
助 

     

森
林
災
害
緊
急
対
策
事
業 

 
台
風
森
林
倒
木
対
策
と
し

て
、
千
四
百
三
十
一
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。 

 

減
債
基
金
積
立
金 

 

二
億
七
千
万
円
の
積
立
て 

 

五
月
三
十
一
日
に
て
確
定

し
た
平
成
十
六
年
度
決
算
見

込
み
額
が
、
一
般
会
計
で
九

億
七
千
万
円
の
黒
字
と
な
り
、

減
債
基
金
に
二
億
七
千
万
円

積
み
立
て
ら
れ
ま
し
た
。 

     

金
三
千
三
百
万
円
を
交
付
し

ま
す
。（
〇
六
年
度
も
、
同
額

補
助
予
定
）
完
成
す
る
と
町

内
七
〇
％
の
地
域
が
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
に
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

可
能
と
な
り
ま
す
。 

  

近
田
・

 
 
 

異
臭
対
策
に 

花
済
地
区 

 
 

千
二
百
五
十
三
万
円 

 

近
田
・
花
済
地
区
簡
易
水

道
の
水
源
ダ
ム
水
が
、
異
常

渇
水
に
よ
り
異
臭
が
発
生
し

た
た
め
に
、
対
策
費
と
し
て

千
二
百
五
十
三
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。 

 

干
ば
つ
緊
急
対
策
事
業 

 
農
産
物
干
ば
つ
被
害
緊
急

対
策
用
に
購
入
し
た
灌
水
用

ポ
ン
プ
及
び
付
属
設
備
に
対

し
て
補
助
金
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。（
十
万
円
以
上
、
五
月

二
十
日
か
ら
八
月
三
十
一
日

ま
で
。二
十
～
三
十
％
補
助
） 

Ｌ

定
住
促
進
対
策
事
業
と
し
て
実
施 

 

町
福
祉
事
務
所
設
置
に
向
け

協
議
会 

て

 

〇
六
年
度
か
ら
福
祉
事
務

所
を
本
町
に
設
置
す
る
方
向

で
四
月
一
日
に
県
と
推
進
協

議
会
を
設
置
し
た
。
県
へ
の

職
員
研
修
の
た
め
補
正
で
人

件
費
を
計
上
。 

                 

 

福
祉
事
務
所
は
生
活
保
護

の
審
査
・
決
定
、
母
子
家
庭
・

寡
婦
へ
の
相
談
、
児
童
扶
養

手
当
の
認
定
・
至
急
な
ど
五

つ
の
事
務
を
行
な
い
ま
す
。 

 

介
護
福
祉
関
連 

 

介
護
保
険
制
度
見
直
し
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
変
更
の
た
め

に
、
委
託
料
千
八
百
万
円
を

計
上
。 

                 

ふるさとふれあい事業補助金 一部減額 

 １７，４４７千円 他の事業課へ移す 

  

地域間の特色ある事業として計画された事業で一般

事業としての性質を持つものを地域審議会の了解を

得て本庁の各所管課に移したものの主なものは以下

の通りです。 

 

＊ 介護予防ささえあい事業 油木高齢者交通確保

＊ 敬老会開催経費（油木、神石、三和、豊松） 

＊ 保育所児童交通確保（タクシー）油木、神石 

＊ 油木生涯学習 公民館長報酬、青少年研修事業

＊ 豊松山村グランドゴルフ場倉庫 



今
後
の
経
営
形
態
に
つ
い

て
は
、
農
業
、
観
光
の
あ
り

方
を
ふ
く
め
総
合
的
に
、
研

究
・
検
討
し
て
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。 

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、

経
営
努
力
を
さ
れ
た
結
果
、

帝
釈
ダ
ム
発
電
所
工
事
の
た

め
の
水
量
不
足
で
観
光
客
激

減
の
影
響
を
受
け
た
㈲
帝
釈

峡
ス
コ
ラ
を
除
き
、
各
社
と

も
売
上
げ
、
収
入
と
も
上
昇

し
決
算
は
良
好
で
す
が
、
町

か
ら
の
委
託
業
務
の
あ
り
方
、

補
助
金
の
額
、
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
公
社
と
も
営
業
範
囲

が
旧
町
村
単
位
で
あ
る
事
、

な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。 

本
町
が
資
本
金
の
過
半
数

を
保
有
し
て
い
る
第
三
セ
ク

タ
ー
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
有
り
ま
し
た
。 

  

第
三
セ
ク
タ
ー 

 

中

が

 

 

 

  

 

 

   

   
 

 

                          第３セクター経営状況（平成１６年度決算表）         
   単位：円 

会 社 名 
売上収益 
 その他収入 

売上原価 
その他費用 

未処分利益 内委託料 

㈱帝釈峡スコラ 108,560,856 
11,941,215 

33,944,026 
89,887,307 

-4,387,153 
(-877,891) 

10,578,000 
 

(有)油木特産販売 114,138,747 
3,721,145 

95,056,154 
22,108,978 

926,053 
(474,090) 

1,676,000 
 

神石高原直売公社 238,062,061 
1,013,920 

189,056,804 
48,999,710 

-1,942,476 
(-2,841,943) 

350,000 
 

さんわ182 ｽﾃｰｼｮﾝ 271,616,600 
6,948,085 

220,147,031 
56,680,786 

1,270,601 
197,033 

3,740,000 
 

三和農業公社 
（16年）1～12 

26,942,769 
1,197,000 

26,536,057 
1,196,998 

771,931 
(563,520) 

1,197,000 
 

  〃    
（17年）1～3 

3,152,000 
3,110,000 

3,039,413 
3,199,999 

836,082 
(771,931) 

3,110,000 
 

豊松陽光の里公社 49,601,864 
9,799,809 

24,778,035 
34,136,186 

56,107 
(-431,345) 

9,534,520 
 

                                  ＊（ ）内はH15年分 

                          

                          
                            

     

や
ま
な
み
劇
団 

一
周
年
記
念
公
演 

開
催
さ
れ
ま
し
た 

こんな事も決まりました 
＊神石高原町過疎地域自立促進計画・後期分 
＊辺地にかかる公共施設総合整備・後期分 

（平成１７年～２１年まで）

＊工事契約の締結 
（① 下谷、米山地区用水施設工事、②新城地区

飲料水供給施設工事） 
＊切田野球場管理条例 使用料減免の項付加 
＊非常勤消防団員退職報奨金一部改正 引上げ 
＊非核平和宣言の提案を承認 

地

 

機
械
導
入
に
補
助

油
木
、
三
和
）
三
〇
〇
万
円 

域
営
農
体
制
支
援
事
業 

（

産
施
設
運
営
補
助 

 

畜

 

神
石
堆
肥
セ
ン
タ
ー 

舗
装 

二
三
一
万
円 

商

 

仁
吾
川
ビ
レ
ッ
ジ
（
豊
松
）
改
修 

二
百
五
十
万
円 

工
観
光
施
設
管
理
補
助 

 

自
然
公
園
管
理
（
仙
養
、
ス
コ
ラ
等
）
百
四
十
一
万
円 

体

 

野
球
場
グ
ラ
ン
ド
黒
土
補
修 

二
百
二
十
万
円 

育
施
設
管
理
運
営
補
助 

観

助

 

ホ
テ
ル
修
繕
費 

合
併
浄
化
槽
等 

百
三
十
四
万
円 

光
施
設
整
備
補

 

お知らせ  
国五県一部・二部軟式野球 広島県決勝大会 
、切田ｸﾞﾗﾝﾄﾞにて開催されます。応援をよろしく 
日時：平成１７年８月６～７日（６日８時開会式） 
場所：神石高原町；切田野球場             平成17年5月29日 

                       



   

一

 
 

 

一

 

Ｑてと思員

                           
 

を
民
間
で
充
分
審
議
し
て
い

 

町
全
体
で
観
光
を
ど
う
捉

ち
着
い
て
か
ら
姉
妹
縁
組
の

し
て
頂
き
た
い
。 
 

二

 

Ｑ課なと多まかへん

 

   

般
質
問

（
平

）

 
 
 
 
 

神
石
高
原
町
議
会
議
員 

木
野
山
孝
志 

 
成
十
七
年
六
月
二
一
日

 

、
行
財
政
計
画
の
具
体
的
取
組

つ
い
て 

財
政
再
建
に
向
け
て
の
財
政
審
議
会
は
二
本
立
て
と
聞
い

い
ま
す
。
ま
た
町
長
は
自
ら
が
主
体
性
を
も
っ
て
取
組
む

も
言
わ
れ
ま
し
た
。
基
本
は
住
民
参
加
、
情
報
開
示
だ
と

い
ま
す
。
現
在
ど
う
取
組
ま
れ
て
い
る
の
か
。
名
称
、
委

構
成
、
指
針
、
支
所
機
構
等
具
体
的
に
、
回
答
願
い
ま
す
。

、
商
工
業
・
観
光
に
つ
い
て 

新
年
度
よ
り
、
事
務
分
掌
に
お
い
て
商
工
観
光
係
が
企
画

担
当
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
に
よ
り
、
総
合
的
長
期
的

町
の
建
設
計
画
の
中
で
「
観
光
」
を
捉
え
る
こ
と
が
可
能

な
り
ま
す
。
町
全
体
を
観
光
資
源
と
考
え
る
事
に
よ
っ
て

角
的
、
多
面
的
な
取
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
い

光
を
ど
う
位
置
づ
け
る
の

た
な
町
づ
く

す
。 

町
の
長
期
総
合
計
画
の
中
に
観

、
お
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
つ
う
じ
て
新

つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
る
と
も
考
え
ま
す
。 

都

                          

り

市
等
と
の
交
流
に
つ
い
て
具
体
的
施
策
は
、
あ
り
ま
せ

か
。 

に

一

す
る 

般
質
問
に
対

 
 
 
 
 

町
長
答
弁 

 
 財

政
改
革
に
つ
い
て 

主
体
的
に
取
組
む 

行
財
政
改
革
の
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
合

併
後
半
年
経
っ
た
が
町
民
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
拝
聴

し
て
い
る
。
合
併
し
て
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
か
と
不
平
を

よ
く
聞
く
が
、
メ
リ
ッ
ト
を

可
能
に
す
る
た
め
に
は
財
源

の
確
保
が
必
要
で
行
財
政
改

革
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
り

行
財
政
改
革
な
く
し
て
は
町

の
進
展
、
発
展
は
な
く
地
域

の
発
展
も
無
い
。
こ
の
事
は

あ
る
程
度
皆
様
に
理
解
し
て

た
だ
い
て
い
る
。 

い

 

具
体
的
に
、
二
本
立
て
に

は
、
民
間
に
全
部
投
げ
出
す

の
で
は
な
く
町
長
が
本
部
長

と
し
て
内
部
で
行
財
政
改
革

の
あ
ら
ま
し
指
針
を
行
財
政

大
綱
と
し
て
策
定
し
、
そ
れ

た
だ
き
、
民
間
の
意
見
を
充

分
に
拝
聴
し
て
か
ら
よ
り
よ

い
大
綱
に
仕
上
げ
て
行
き
た

い
。
審
議
委
員
数
は
、
一
〇

名
予
定
し
て
お
り
現
在
内
定

を
順
序
を
持
っ
て
行
な
っ
て

い
る
。 

内
部
の
推
進
本
部
は
、
本

来
は
事
務
的
な
こ
と
な
の
で

助
役
が
推
進
本
部
長
と
言
う

案
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
町

長
の
意
見
は
た
た
き
台
が
出

来
て
か
ら
で
な
い
と
踏
み
込

め
な
い
の
で
、
ス
タ
ー
ト
時

点
か
ら
町
長
が
本
部
長
と
な

り
自
分
の
意
見
を
大
綱
に
充

分
に
反
映
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。 

こ
の
度
三
和
支
所
の
産
業

建
設
課
を
本
所
に
移
行
し
た

の
も
抜
本
的
な
も
の
で
は
な

く
、
基
本
的
に
は
、
行
財
政

改
革
大
綱
の
中
で
示
し
て
行

き
た
い
。 

 
商
工
・
観
光
に
つ
い
て 

観
光
は
重
要
な
位
置
づ
け 

え
る
か
で
す
が
、
担
当
課
を

企
画
課
に
も
っ
て
き
た
の
は

観
光
の
重
要
性
を
考
え
、
た

だ
産
業
課
の
担
当
と
い
う
事

で
は
な
く
も
一
つ
踏
み
込
ん

で
将
来
の
企
画
性
を
も
た
せ

る
た
め
に
、
町
の
産
業
振
興

の
中
で
観
光
を
重
要
な
位
置

づ
け
に
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
で
す 

。
町
全
体
を
観
光
資
源
と
捉

え
る
と
い
う
事
に
つ
い
て
は
、

私
も
全
く
そ
の
と
お
り
だ
と

思
っ
て
い
る
。
あ
る
意
味
で

は
観
光
開
発
を
行
な
う
の
で

は
な
く
、
神
石
高
原
町
全
体

の
自
然
を
生
か
し
、
そ
れ
を

福
山
と
の
交
流
し
備
後
都
市

圏
の
ふ
る
さ
と
山
里
創
り
に

と
も
考
え
て
い
る
。
高
原
町

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
中
で
「
神
」

が
宿
る
ふ
る
さ
と
造
り
を
都

市
と
の
交
流
の
中
で
形
成
し

て
い
け
た
ら
い
い
と
も
思
っ

い
る
。 

て

 

都
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

は
、
環
境
の
違
う
都
市
と
の

交
流
も
含
め
て
、
行
政
が
落

相
手
を
ど
う
す
る
か
協
議
し

決
定
し
て
行
き
た
い
。 

て

 

建
設
計
画
の
見
直
し
と
言

う
文
言
が
一
人
歩
き
し
て
い

る
よ
う
だ
。
建
設
計
画
は
合

併
協
の
法
定
協
議
会
で
、
二

年
に
お
よ
ぶ
協
議
を
積
み
重

ね
て
い
る
の
で
そ
う
簡
単
に

見
直
す
と
は
言
え
な
い
。
た

だ
財
源
が
無
い
の
に
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
寄
せ
集
め
て
計

画
を
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ

る
の
で
財
源
の
見
通
し
を
一

つ
一
つ
あ
て
は
め
て
考
え
る

と
言
う
意
味
で
見
直
し
で
あ

り
、
最
初
か
ら
見
直
し
あ
り

き
で
は
な
い
と
理
解
し
て
欲

し
い
。
私
も
、
合
併
協
で
の

約
束
事
は
充
分
に
尊
重
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
事
は
重
々

承
知
し
て
い
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
資
金
に
つ
い
て

も
予
算
編
成
の
段
階
で
は
財

源
の
関
係
で
揺
れ
動
い
た
が

最
終
的
に
は
、
う
ま
く
行
っ

た
と
思
う
。 

基
本
的
に
は
合
併
協
の
約

束
事
は
破
ら
な
い
の
で
承
知


